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市
史
編
さ
ん
室　

事
務
局
活
動
報
告

（
令
和
六
年
一
月
～
一
二
月
）

Ⅰ　

古
文
書
等
調
査
の
概
況

一　

古
文
書
等
調
査
の
概
況

　

市
史
編
さ
ん
室
で
は
、
市
内
に
あ
る
古
文
書
等
の
歴
史
史
料
の

保
存
、
整
理
、
研
究
と
し
て
、
ま
た
各
専
門
部
会
活
動
の
資
料
に

供
す
る
た
め
、
目
録
作
成
・
写
真
撮
影
等
の
基
礎
的
な
調
査
を

行
っ
て
い
る
。

　

令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
一
月
か
ら
一
二
月
の
間
に
、
新
た
に

一
〇
件
の
文
書
群
（
一
、
二
五
二
件
）
を
借
用
し
て
調
査
を
行
っ

て
い
る
。
一
方
、
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
一
月
か
ら
一
二
月
の

間
に
調
査
を
終
え
た
文
書
群
は
六
件
（
五
五
四
点
）
と
な
っ
た
。

寄
贈
文
書
は
三
件
あ
り
、
一
三
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
終
了
文

書
は
以
下
、
個
別
に
解
説
を
付
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
一
九

年
度
か
ら
令
和
六
年
一
二
月
段
階
で
、
二
四
七
家
（
総
点
数
約
九

七
、
三
五
〇
点
）
の
調
査
を
終
え
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
令
和

六
年
一
二
月
段
階
で
六
二
件
（
約
八
五
、
〇
〇
〇
件
）
の
文
書
群

を
調
査
中
で
あ
る
（
す
で
に
熊
谷
市
に
寄
贈
さ
れ
て
い
て
調
査
中

の
文
書
群
も
含
む
）。
全
体
的
に
終
了
文
書
の
件
数
が
少
な
い
の

は
、
市
史
編
さ
ん
室
が
旧
星
宮
小
学
校
跡
に
移
転
す
る
た
め
の

引
っ
越
し
業
務
、
本
年
度
刊
行
予
定
の
資
料
編
に
多
く
の
時
間
を

要
し
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
引
っ
越
し
作
業
に
際
し
て

な
る
べ
く
古
文
書
を
返
却
す
る
べ
く
整
理
を
行
っ
た
結
果
、
上
中

条
中
村
一
郎
家
文
書
、
俵
瀬
荻
野
晃
三
郎
家
文
書
と
大
口
の
文
書

群
を
令
和
七
年
一
月
に
返
却
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
調
査
終
了
文

書
の
紹
介
は
紙
面
や
締
切
の
関
係
も
あ
り
次
号
に
ゆ
ず
り
た
い
。
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ま
た
、
今
年
度
は
玉
井
須
藤
家
文
書
（
追
加
分
）、
代
清
水
家
文
書
、

本
石
竹
井
家
文
書
（
追
加
分
）
な
ど
、
熊
谷
市
史
を
か
た
る
上
で

重
要
な
家
文
書
を
借
用
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
引
き
続
き
、
近
世
、

近
代
・
現
代
の
資
料
編
刊
行
に
む
け
て
の
労
力
か
ら
人
手
不
足
も

顕
著
で
あ
り
、
継
続
的
な
史
料
整
理
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、

熊
谷
に
ゆ
か
り
の
あ
る
古
文
書
を
丹
念
に
整
理
し
て
い
き
た
い
。

�

（
文
責　

水
品　

洋
介
）

二　

調
査
終
了
文
書
の
紹
介

葛
和
田 

舞
原
博
行
家
文
書　

二
点

　

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
一
二
月
に
借
用
し
た
文
書
で
あ
る
。

全
二
点
と
少
な
い
が
、
ど
ち
ら
も
年
代
不
詳
の
折
本
で
、
手
習
教

本
と
推
定
し
た
。
史
料
番
号
一
の
手
習
教
本
の
奥
付
に
は
墨
書
で

「
旧
忍
藩　

俗
醇　

松
平
下
総
守
忠
敬　

武
州
忍
郷
友
会
員　

伊

東
弁
吉
」
と
あ
る
。
忍
郷
友
会
と
は
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）

に
創
立
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
に
一
一
〇
周
年
を
迎
え
て
い
る
。
事

務
所
は
行
田
市
。
伊
藤
弁
吉
な
る
人
物
は
不
詳
で
あ
る
が
、
明
治

三
八
年
以
降
に
写
さ
れ
た
手
書
き
の
手
習
教
本
と
思
わ
れ
る
。
史

料
番
号
二
の
手
習
教
本
に
つ
い
て
は
、
木
版
刷
の
刊
行
物
と
思
わ

れ
る
が
、
前
後
欠
の
た
め
奥
付
等
が
な
く
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

両
者
と
も
葛
和
田
と
い
う
地
域
的
な
繋
が
り
は
確
認
で
き
な
い
も

の
の
、
教
育
関
係
の
手
習
教
本
と
い
う
こ
と
で
貴
重
で
あ
る
。

　

令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
六
月
、
所
蔵
者
に
史
料
を
返
却
し
た
。

�

（
文
責　

水
品　

洋
介
）

上
川
上 

八
木
原
善
雅
家
文
書　

一
一
点

　

令
和
五
年
七
月
に
借
用
し
た
上
川
上
の
耕
地
整
理
図
で
あ
る
。

内
容
は
、「
上
川
上
耕
地
整
理
全
図　

六
千
分
ノ
一
」
一
枚
と
字
別

の
一
〇
枚
（
十
二
所
、
会
下
後
及
町
田
、
東
北
島
、
西
北
島
、
西
、

天
神
森
上
、
天
神
東
、
東
、
新
田
、
前
）
の
計
一
一
枚
か
ら
な
る
。

ど
れ
も
事
業
実
施
後
の
耕
地
と
用
水
が
整
然
と
並
ぶ
地
域
の
様
子

を
詳
細
に
記
し
て
お
り
、
耕
地
整
理
の
成
果
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
字
別
の
図
に
は
一
筆
ご
と
に
番
地
と
田
・
畑
の
別
も
記

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
全
て
折
り
畳
ん
で
保
存
で
き
る
よ
う
表
紙

が
つ
け
ら
れ
、
丁
寧
に
装
丁
さ
れ
て
お
り
、
大
切
に
取
り
扱
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
所
蔵
者
八
木
原
善
雅
氏
の
父

勝
次
郎
氏
の
作
成
と
さ
れ
る
。
八
木
原
勝
次
郎
氏
は
、
明
治
二
四

（
一
八
九
一
）
年
生
ま
れ
、
熊
谷
中
学
を
卒
業
後
銀
行
に
勤
め
、
昭

和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
に
亡
く
な
っ
た
。
八
木
原
家
は
、
多
く

の
農
地
を
所
有
す
る
地
主
で
敷
地
内
に
小
作
米
を
収
納
す
る
た
め
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の
蔵
を
作
る
程
で
あ
っ
た
。
こ
の
図
も
そ
う
し
た
関
係
で
必
要
と

さ
れ
、
耕
地
整
理
当
時
に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
善
雅

氏
は
、
戦
後
の
農
地
改
革
の
際
に
も
、
こ
れ
を
見
に
来
た
人
が
い

た
こ
と
を
記
憶
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
上
川
上
の
耕
地
整
理
に
つ
い
て
は
、『
熊
谷
市
史
』
後
篇

に
、
着
工
は
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
三
月
、
竣
工
が
翌
四
二

年
三
月
、
耕
地
面
積
は
整
理
前
が
「
一
〇
三
町
五
一
一
三
」、
整
理

後
が
「
一
〇
五
町
六
二
二
二
」
と
あ
る
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

地
元
の
有
力
者
で
熊
谷
銀
行
頭
取
で
あ
っ
た
稲
村
貫
一
郎
が
尽
力

し
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
周
辺
地
域
の
中
で
も
早
期
の
実
施
で
あ

り
、
協
力
し
た
地
元
住
民
等
の
先
見
性
が
う
か
が
え
る
。

　

明
治
期
の
耕
地
整
理
に
つ
い
て
は
、
不
詳
な
点
が
多
く
、
こ
れ

は
そ
の
実
態
を
知
る
大
変
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
調
査
終
了
後
、

令
和
六
年
六
月
に
返
却
し
た
。

�

（
文
責　

小
林
久
美
子
）

本
石　

志
村
家
文
書　

一
四
四
点　

一
三
七
頁

飯
塚　

鈴
木
進
氏
収
集
文
書
（
追
加
分
）　

九
一
点　

一
四
七
頁

目
黒
区　

野
中
久
仁
子
氏
寄
贈
資
料　

八
点　

一
四
九
頁

弥
藤
吾　

弥
藤
吾
村
文
書　

二
九
八
点　

一
五
一
頁

　

最
後
に
、
古
文
書
等
の
調
査
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
所
蔵
者
、

関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

Ⅱ　

学
校
資
料
調
査

　

市
史
編
さ
ん
室
で
は
平
成
二
五
年
度
か
ら
市
内
の
小
中
学
校
の

所
蔵
資
料
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
学
校
に
は
創
立
以
来
の
歴
史

的
資
料
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
歴
史
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
が
保

存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
市
史
編
さ
ん
事
業
の
一
環
と
し
て

順
次
調
査
を
進
め
て
い
る
。

　

な
お
、
今
年
は
『
熊
谷
市
史 

資
料
編
７ 

近
代
・
現
代
２ 

熊
谷

地
域
編 

下
』
の
刊
行
に
向
け
て
、
掲
載
対
象
地
域
の
学
校
を
中
心

に
調
査
を
実
施
し
た
。

（
実
施
校
・
日
時
）

・
市
田
小
学
校
（
令
和
六
年
七
月
一
〇
日
）
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・
吉
見
小
学
校
（
令
和
六
年
七
月
一
〇
日
）

・
中
条
中
学
校
（
令
和
六
年
八
月
五
日
）

・
吉
岡
中
学
校
（
令
和
六
年
八
月
二
〇
日
）

・
三
尻
中
学
校
（
令
和
六
年
八
月
二
〇
日
）

（
参
加
者
）

　

熊
谷
市
史
編
集
委
員
（
近
代
・
現
代
専
門
部
会
教
育
分
野
担

当
）、
事
務
局
。

（
調
査
方
法
・
内
容
）

　

学
校
沿
革
誌
を
始
め
と
し
た
学
校
の
歴
史
に
関
わ
る
資
料
の

他
、
記
念
誌
等
の
編
纂
物
、
写
真
、
学
校
新
聞
等
に
つ
い
て
編
集

委
員
の
指
示
の
も
と
写
真
撮
影
を
実
施
し
た
。

�

（
文
責　

小
林
久
美
子
）

Ⅲ　

行
政
文
書
の
整
理
・
保
存

　

熊
谷
市
文
書
管
理
規
定
に
基
づ
き
、
保
存
期
限
満
了
の
行
政
文

書
が
一
括
廃
棄
さ
れ
る
際
に
、
市
史
編
さ
ん
室
で
は
歴
史
的
公
文

書
と
し
て
重
要
な
文
書
を
収
集
保
存
し
て
い
る
。

　

本
年
度
は
令
和
六
年
三
月
末
で
保
存
期
限
満
了
と
な
る
文
書
か

ら
、
保
存
箱
数
で
一
五
四
箱
の
行
政
文
書
を
収
集
し
た
。
行
政
文

書
の
保
存
年
限
は
五
年
、
一
〇
年
、
三
〇
年
（
旧
永
久
保
存
扱
い
）

の
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
広
報
広
聴
課
、
管
理
課
等
か
ら
、
保
存
期
限
満
了
後
も

担
当
課
に
保
存
さ
れ
て
い
た
行
政
文
書
三
箱
を
管
理
移
管
し
、
整

理
を
行
っ
た
。

　

収
集
後
の
整
理
作
業
は
、
令
和
六
年
度
分
が
終
了
し
、
中
性
紙

保
存
箱
で
三
一
箱
と
な
り
、
保
存
箱
ご
と
に
収
納
し
た
行
政
文
書

リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

�

（
文
責　

山
本
喜
久
治
）
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Ⅳ　

市
史
編
さ
ん
業
務
日
誌

【
令
和
五
年
度
】

１
・
11	
資
料
調
査
（
熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館　

（
以
下
、
熊
谷
図
書
館
））

１
・
12	

上
奈
良
え
ん
ま
堂
仏
調
査
（
上
奈
良
並
木

地
区
）

１
・
12	

埼
玉
県
史
料
保
存
連
絡
協
議
会
（
以
下
、

埼
史
協
）
設
立
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
（
八
潮
市
立
資
料
館
）

１
・
18	

近
世
専
門
部
会
会
議
（
立
正
大
学
品
川

キ
ャ
ン
パ
ス
（
以
下
、
立
正
大
・
品
川
））

１
・
20	

近
代
・
現
代
専
門
部
会
会
議
（
熊
谷
市
立

商
工
会
館
）

１
・
23	

広
瀬
村
田
家
文
書
調
査

１
・
24	

上
奈
良
え
ん
ま
堂
仏
像
移
動
立
ち
合
い

１
・
24	

第
四
回
『
調
査
報
告
書
仏
像
・
仏
画
２
』

編
集
会
議
（
妻
沼
中
央
公
民
館
）

１
・
25	

直
実
市
民
大
学
講
座
〔
講
師
〕（
さ
く
ら

め
い
と
）

１
・
25	

埼
史
協
視
察
研
修
会
（
館
林
市
立
図
書
館　

ほ
か
）

１
・
26	

古
文
書
調
査
（
群
馬
県
立
文
書
館
、
群
馬

県
立
図
書
館
）

２
・
１	

大
里
地
区
教
育
委
員
会
連
合
視
察
研
修

〔
説
明
員
〕（
市
立
荻
野
吟
子
記
念
館
）

２
・
５	

古
文
書
調
査
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

２
・
９	

國
學
院
大
學
内
川
教
授
来
室
〔
胄
山
根
岸

家
関
係
資
料
貸
し
出
し
〕

２
・
９	

古
文
書
等
調
査
（
埼
玉
県
立
文
書
館
（
以

下
、
県
立
文
書
館
））

２
・
15	

立
正
大
学
古
文
書
研
究
会
と
の
共
同
事
業

（
立
正
大
学
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
（
以
下
、

立
正
大
・
熊
谷
））〔
19
日
ま
で
〕

２
・
19	

上
之
龍
淵
寺
銅
鐘
調
査

２
・
20	

玉
井
玉
井
寺
像
内
銘
文
調
査

２
・
24	

秦
公
民
館
歴
史
講
座
【
講
師
】

２
・
26	

資
料
調
査
（
熊
谷
市
立
商
工
会
館
）〔
27

日
ま
で
〕

２
・
27	

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
（
上
奈
良
並

木
集
会
所
・
上
奈
良
小
塚
集
会
所
）

２
・
28	

宮
町
林
家
資
料
調
査

３
・
５	
近
世
専
門
部
会
会
議
（
五
反
田
文
化
セ
ン

タ
ー
）

３
・
11	

『
調
査
報
告
書　

直
実
・
実
盛
伝
説
』
編

集
会
議
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

３
・
12	

古
文
書
調
査
（
県
立
文
書
館
）

３
・
12	

埼
史
協
設
立
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
（
県
立
文
書
館
）

３
・
12	

資
料
調
査
（
く
ま
が
や
農
業
協
同
組
合　

本
店
）

３
・
14	

立
正
大
学
古
文
書
研
究
会
と
の
共
同
事
業

（
立
正
大
・
熊
谷
）〔
18
日
ま
で
〕

３
・
15	

『
熊
谷
市
史
調
査
報
告
書　

仏
像
・
仏
画

２
』
出
張
校
正
（
群
馬
県
前
橋
市
・
朝
日

印
刷
工
業
株
式
会
社
）

３
・
19	

資
料
返
却
（
朝
鮮
総
連
県
北
支
部
）

３
・
25	

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
（
小
泉
常
永

寺
・
中
曽
根
金
胎
寺
）

３
・
26	

地
形
・
地
質
・
気
候
専
門
部
会
会
議
（
立

正
大
・
熊
谷
）

【
令
和
六
年
度
】

４
・
３	

新
聞
・
刊
行
物
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

４
・
９	

広
瀬
村
田
家
文
書
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

４
・
15	

マ
ン
ガ
『
斎
藤
実
盛
と
妻
沼
聖
天
山
』
編

集
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
依
頼
（
妻
沼
聖
天
山
）

４
・
18	

國
學
院
大
學
博
物
館
資
料
返
却
対
応

４
・
20	

『
熊
谷
市
史
資
料
編
７
』
担
当
者
会
議
（
熊

谷
図
書
館
）

４
・
23	

さ
い
た
ま
未
来
大
学
講
座
収
録
（
伊
奈

町
・
埼
玉
県
民
活
動
セ
ン
タ
ー
）

４
・
24	

東
善
寺
像
に
つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ
（
熊

谷
図
書
館
）

５
・
１	

文
書
調
査
（
行
田
市
立
博
物
館
）〔
２
日
〕

５
・
８	

今
金
町
史
編
さ
ん
室
担
当
者
来
室
（
熊
谷

図
書
館
）

５
・
９	

資
料
調
査
（
県
立
文
書
館
）

５
・
14	

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
（
箕
輪
保
安

寺
）

５
・
15	

弥
藤
吾
森
田
安
彦
氏
収
集
資
料
返
却
及
び
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追
加
借
用

５
・
21	

郷
土
史
講
座
【
講
師
】（
熊
谷
図
書
館
）

５
・
24	
学
校
資
料
調
査
（
市
立
市
田
小
学
校
・
市

立
吉
見
小
学
校
）

５
・
30	
地
形
・
地
質
・
気
候
専
門
部
会
会
議
（
立

正
大
・
熊
谷
）

５
・
31	

『
調
査
報
告
書 
仏
像
・
仏
画
２
』
刊
行
記

者
会
見
（
本
庁
舎
）

６
・
４	

資
料
調
査
（
県
立
文
書
館
）

６
・
４	

令
和
６
年
度
埼
史
協
総
会
（
県
立
文
書

館
）

６
・
５	

歴
史
公
文
書
等
選
別
・
収
集
（
本
庁
舎
ほ

か
）〔
10
日
、
12
日
〕

６
・
11	

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
（
小
八
林
大

福
寺
）

６
・
15	

『
熊
谷
市
史
資
料
編
７
』
担
当
者
会
議
（
熊

谷
図
書
館
）

６
・
17	

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
（
塩
常
安

寺
）

６
・
18	

中
央
公
民
館 

熊
谷
の
中
世
・
近
世
を
学

ぶ
講
座
【
講
師
】

６
・
21	

埼
史
協
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

（
吉
川
市
役
所
）

６
・
25	

中
央
公
民
館
熊
谷
の
中
世
・
近
世
を
学
ぶ

講
座
【
講
師
】

６
・
28	

新
聞
調
査
（
県
立
文
書
館
）

７
・
４	

中
央
公
民
館
直
実
市
民
大
学 

市
史
編
さ

ん
紹
介
（
市
立
妻
沼
展
示
館
）

７
・
８	

資
料
調
査
（
八
木
橋
労
働
組
合
）

７
・
９	

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
（
楊
井
薬
師

寺
）

７
・
10	

学
校
資
料
調
査
（
市
田
小
・
吉
見
小
）

７
・
11	

石
原
小
久
保
芳
子
家
文
書
借
用

７
・
13	

秦
公
民
館
歴
史
講
座
【
講
師
】

７
・
17	

資
料
調
査
（
県
立
文
書
館
）

７
・
17	

埼
史
協
実
務
研
修
会
一
日
目
（
県
立
文
書

館
）

７
・
18	

埼
史
協
実
務
研
修
会
二
日
目
（
久
喜
市
公

文
書
館
）

７
・
19	

資
料
調
査
（
万
吉
権
田
家
、三
本
小
柴
家
）

７
・
23	

資
料
調
査
（
航
空
自
衛
隊
熊
谷
基
地
教
育

参
考
館
）

７
・
24	

市
政
宅
配
講
座
【
講
師
】（
勤
労
会
館
）

７
・
24	
資
料
調
査
（
八
潮
市
立
資
料
館
）

７
・
26	
深
谷
市
個
人
宅
訪
問
調
査

７
・
30	
第
一
回
『
調
査
報
告
書　

直
実
・
実
盛
伝

説
』
編
集
会
議
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

８
・
５	

学
校
資
料
調
査
（
市
立
中
条
中
学
校
）

８
・
７	

埼
玉
県
行
政
文
書
・
新
聞
調
査
（
県
立
文

書
館
）

８
・
８	

市
政
宅
配
講
座
【
講
師
】（
久
下
公
民
館
）

８
・
８	

深
谷
市
石
田
家
資
料
調
査

８
・
14	

末
広
秋
山
和
彦
氏
収
集
資
料
受
入

８
・
19	

第
一
回
市
史
編
さ
ん
委
員
会
（
熊
谷
図
書

館
）

８
・
19	

立
正
大
学
古
文
書
研
究
会
と
の
共
同
作
業

（
立
正
大
・
熊
谷
）（
22
日
ま
で
）

８
・
20	

学
校
資
料
調
査
（
市
立
吉
岡
中
学
校
・
市

立
三
尻
中
学
校
）

８
・
22	

星
宮
小
学
校
跡
地
等
利
用
活
用
に
関
す
る

会
議
（
本
庁
舎
）

８
・
21	

近
世
専
門
部
会
会
議
（
五
反
田
文
化
セ
ン

タ
ー
）

８
・
29	

立
正
大
学
古
文
書
研
究
会
と
の
共
同
作
業

（
立
正
大
・
熊
谷
）（
９
月
２
日
ま
で
）

８
・
29	

小
島
公
民
館
歴
史
講
座
【
講
師
】

８
・
30	

嵐
山
史
跡
の
博
物
館
歴
史
講
座
【
講
師
】

９
・
６	

男
沼
公
民
館
歴
史
講
座
【
講
師
】

９
・
９	

関
東
大
震
災
妻
沼
事
件
現
地
案
内

９
・
10	

筑
波
柳
沢
家
文
書
再
借
用

９
・
10	

第
二
回
『
調
査
報
告
書　

直
実
・
実
盛
伝

説
』
編
集
会
議
（
熊
谷
図
書
館
）

９
・
10	

座
談
会
「
熊
谷
直
実
／
蓮
生　

そ
の
実
像

と
伝
説
」（
熊
谷
図
書
館
）」

９
・
11	

代
清
水
家
文
書
借
用

９
・
13	

妻
沼
展
示
館
収
蔵
庫
等
燻
蒸
作
業
（
９
月

16
日
ま
で
）

９
・
14	

資
料
借
用
（
日
向
島
田
家
）

９
・
20	

市
政
宅
配
講
座
【
講
師
】（
林
集
会
所
）

９
・
25	

資
料
調
査
（
航
空
自
衛
隊
熊
谷
基
地
教
育

参
考
館
）
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９
・
29	

『
熊
谷
市
史
資
料
編
７
』
担
当
者
会
議
（
熊

谷
図
書
館
）

９
・
29	
近
代
・
現
代
専
門
部
会
会
議
（
熊
谷
図
書

館
）

10
・
２	

古
文
書
等
調
査
（
県
立
文
書
館
）

10
・
２	

埼
史
協
設
立
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
（
県
立
文
書
館
）

10
・
14	

郷
土
か
る
た
巡
り
（
妻
沼
地
域
内
）

10
・
16	

資
料
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

10
・
18	

地
形
・
地
質
・
気
候
専
門
部
会
会
議
（
市

立
妻
沼
展
示
館
・
オ
ン
ラ
イ
ン
）

10
・
22	

資
料
調
査
（
行
田
市
立
博
物
館
）

10
・
23	

吟
子
の
会
勉
強
会
【
講
師
】（
妻
沼
中
央

公
民
館
）

10
・
28	

下
奈
良
小
林
家
墓
地
調
査

10
・
29	

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
（
村
岡
阿
弥

陀
堂
・
上
恩
田
両
昌
寺
）

11
・
６	

下
奈
良
小
林
家
墓
地
石
造
物
調
査

11
・
７	

須
賀
広
高
橋
家
文
書
借
用

11
・
８	

史
料
撮
影
（
県
立
文
書
館
）

11
・
８	

埼
史
協
設
立
50
周
年
記
念
式
典
（
埼
玉
会

館
）

11
・
13	

八
木
田
大
槻
家
調
査

11
・
15	

秦
公
民
館
講
座
【
講
師
】

11
・
19	

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
（
中
恩
田
金

蔵
寺
・
沼
黒
正
福
寺
）

11
・
21	

資
料
調
査
（
県
立
熊
谷
図
書
館
）

11
・
29	

古
文
書
等
調
査
（
県
立
文
書
館
）

12
・
９	

資
料
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

12
・
10	

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
（
津
田
西
明

寺
）

12
・
17	

埼
史
協
設
立
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
（
県
立
文
書
館
）

12
・
20	

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
（
津
田
西
明

寺
追
加
分
）

12
・
25	

代
清
水
家
資
料
等
返
却
、
津
田
西
明
寺
借

用
仏
像
等
返
却
、
玉
作
須
藤
家
文
書
追
加

借
用

12
・
26	

両
宜
塾
壁
書
見
学
会
（
妻
沼
展
示
館
）

※�

本
業
務
日
誌
は
、
事
務
局
が
関
わ
っ
た
も
の
に

つ
い
て
記
載
し
て
い
ま
す
。
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Ⅴ　

市
政
宅
配
講
座
等
へ
の
派
遣

令
和
六
年

一
月
二
五
日　

さ
く
ら
め
い
と　

担
当　

水
品

直
実
市
民
大
学
講
座
「
ポ
マ
ー
ド
王
・
井
田
友
平
に
つ
い
て
」

二
月
二
四
日　

秦
公
民
館　

担
当　

久
保

秦
公
民
館
歴
史
講
座
「
秦
地
区
の
江
戸
時
代　

弁
財
・
日
向
村

の
年
貢
納
め
か
ら
見
る
も
の
」

四
月
二
三
日　

埼
玉
県
民
活
動
セ
ン
タ
ー　

担
当　

蛭
間

埼
玉
未
来
大
学
（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
科
）
講
座
「
埼
玉
の
偉
人　

荻
野
吟
子
」

五
月
二
一
日　

市
立
熊
谷
図
書
館　

担
当　

蛭
間

熊
谷
図
書
館
郷
土
史
講
座
「
斎
藤
実
盛
に
つ
い
て
―
平
家
物
語

「
実
盛
」
の
段
を
中
心
に
―
」

六
月
一
八
日　

中
央
公
民
館　

担
当　

久
保

中
世
・
近
世
を
学
ぶ
講
座
「
江
戸
時
代
・
熊
谷
宿
の
天
王
祭
礼
」

六
月
二
五
日　

中
央
公
民
館　

担
当　

蛭
間

中
世
・
近
世
を
学
ぶ
講
座
「
熊
谷
の
古
寺
巡
礼
」

七
月
一
三
日　

秦
公
民
館　

担
当　

久
保

秦
公
民
館
歴
史
講
座
「
幕
末
の
歓
喜
院
住
職
・
英
雅
―
俵
瀬
村

出
身
の
有
力
真
言
僧
―
」

七
月
二
四
日　

熊
谷
市
勤
労
会
館　

担
当　

小
林

市
政
宅
配
講
座
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
熊
谷
の
歴
史
」

八
月
八
日　

久
下
公
民
館　

担
当　

小
林

市
政
宅
配
講
座
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
熊
谷
」

八
月
二
九
日　

小
島
公
民
館　

担
当　

小
林

小
島
公
民
館
歴
史
講
座
「
近
代
の
小
島
地
区
と
尾
島
飛
行
場
」

八
月
三
〇
日　

国
立
女
性
会
館　

担
当　

蛭
間

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
歴
史
講
座
「
虚
実
の
斎
藤
実

盛
―
『
平
家
物
語
』
実
盛
の
段
を
考
え
る
」

九
月
六
日　

男
沼
公
民
館　

担
当　

久
保

男
沼
公
民
館
歴
史
講
座
「
江
戸
時
代
、
間
々
田
村
の
田
～
流
作

場
／
土
地
を
分
け
る
～
」

九
月
二
〇
日　

別
府
三
丁
目　

林
集
会
所　

担
当　

蛭
間
、
小
林

市
政
宅
配
講
座
「「
地
域
の
歴
史
発
見
」（
籠
原
・
別
府
の
歴
史
）」

一
〇
月
二
三
日　

妻
沼
中
央
公
民
館　

担
当　

蛭
間

吟
子
の
会
勉
強
会
「『
熊
谷
市
史
調
査
報
告
書　

荻
野
吟
子
―

そ
の
歩
み
と
出
会
い
―
』
を
読
む
」

一
一
月
一
六
日　

秦
公
民
館　

担
当　

水
品

秦
公
民
館
歴
史
講
座
「
古
文
書
か
ら
読
み
解
く
俵
瀬
の
歴
史
２　

俵
瀬
荻
野
晃
三
郎
家
文
書
調
査
報
告　

続
編
」


